
平成 30年度宮城県ケアマネジャー協会 

     大崎支部総会及び第一回研修会 

 

 

1 総会 

① 平成 29年度の活動報告 

② 平成 30年度の活動予定 

③ 世話役の紹介 

 

2 研修 

「相談支援の基本～当事者主体の自立支援」 

講師 医療法人東北会 東北会病院 

      精神保健福祉士  鈴木 俊博  氏 

  研修内容 

 今回は児童虐待・アルコールや薬物などの依存症や、共依存に詳しい鈴木俊博氏を講師に精神

保健福祉士の立場と、長年の経験談から相談支援の基本を学びました。相談の入り口を整理する

事の大切さ、その個人を大切にする支援、また、対個人の価値観や思い、隠された本当の声のと

らえる事の大切さから支援者の心構えを学びました。 

講師の今までの経験と真剣に向き合う気持ちと、ユ－モアある講義内容に引き込まれ日頃の業務

に役立つ講義内容でした。 

 

ⅰ相談の入り口の大切さ 

・サイレントマザーとは。 

 サイレントベイビー（困りごとが有っても周りを気にしてしまいオギャーと泣く事が出来ない）

が相談の方法が分からないまま成長した母の事である。 

相談の仕方が分からない、相談内容が分からない人が多く、相談する事すら出来ない人が多くな

っている。相談しようと動いてくれた事に、相談をしに来てくれたことを大事に思う事が大切で

ある。 

・相談支援が成り立つには。 

誰が何に困っているかを明確にすることが前提で

ある。 

困っている人は誰か、困っている事は何か、誰が主

語かを整理することは、相談支援以前の問題。困っ

ている内容を言語化する事が大切である。相談の大

洪水が起きている場合に大洪水の原因は何かを明

確にしないと、洪水を改善する事が出来ない。また、

たくさんの洪水の流れ道を止めるのにどれを優先

にするのか、優先順位をつける事が大切である。問題解決には 100の解決を求めず完璧な解決を

求めず、優先順位をつけて一つひとつ解決する事が大切である。 

困っている内容がずれてしまうと全てがずれてしまう事が相談支援以前の問題。相談の入り口を

整理する事が大切である。 

日

日 時 平成 30年 6月 5日（火） 

17：45～20：00 

場  所 大崎合同庁舎 大会議室  

参加者  80名 



 

ⅱその個人を大切にする。 

・自分の子供を叩いてしまう母。良くない事とは思いながら改善できず、気持ちの良い保育園の

先生に意を決して相談するも、「誰でもイライラする時は叩いてしまうものだよ」と一般的な返答

を受ける。母はもう二度と先生には相談しなくなったという。 

※SOSに気づく力。その人の気持ちに向き合う事が大切。叩いてしまう理由、相談者の気持ちに

寄り添う事が大切である。 

 

ⅲ その人の価値観を大切にする 

・中国人の嫁を多く移住させてしまった地域での事。文化の違いから、村が混乱してしまう事態

に。村の保健師が取った行動。餃子教室開催。中国人嫁の得意分野。自分の価値の見せ所。 

※その人のものさし、その人の価値観を大切にする事が大切である。 

※支援者は解決をしたいと関わりを持つ（相

談者にプレゼントを送りたいと思う）が、本

当の宝は今まで試行錯誤してきた本人の生き

方、自分で解決出来てきた成功例を大切にす

る事である。 

０のプレゼントを渡すのではなく出来ている

事の成功例を増やしていく、その人が持って

いる力、価値観を伸ばしていく事が支援者に

は求められる。 

 

考察 

 今回の研修で勉強した事は、相談支援の基本姿勢です。その人を大切にする事、その人のもの

さし、その人の価値観を大切にし関わりを持つ事が改めて大切である事が分かりました。どうし

ても支援者の価値観で関わりを持ちながら日常の業務にあたっていたのではないか考えさせられ

ました。誰が困りごとの主となっているのか。相談しやすい関係を作り、相談の入り口を整え、

困っている方の SOS に向き合い本当の声を理解する事が基本姿勢で大切であると改めて感じる

事が出来ました。 

「自立とは、依存先を増やす事。希望とは絶望を分かち合う事」 

利用者の一番の理解者になれるよう支援をしていきたいと改めて感じた研修でした。 

                        報告：平吹和也 （ニコニコケアプランセンター） 


